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平成２９年第１２回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

平成２９年９月２７日、大川市役所第２委員会室において、平成２９年第１２回教育委員会（定例

会）を開催した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １７時００分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  記伊 哲也 

委 員  貞苅  清 

委 員  武下 博子 

   委 員  谷川 朋昭 

委 員  一ノ瀬直子 

 

３．欠席委員 

   なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長           下川 愼司 

学校教育課主幹          古賀美保理 

生涯学習課長           永尾龍之介 

学校教育課長補佐         本田 龍雄 

生涯学習課長補佐         岡  辰磨 

記録者・学校教育課総務係     永島 潤一 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

  報告事項 

（１） 臨時職員等の任用について 

（２） 平成２９年度全国学力・学習状況調査の結果について 

（３） 平成２９年度福岡県学力調査の概要について 

（４） 統合中学校基本実施設計業務の進捗について 

    

行事予定（１０月） 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１）平成２９年９月市議会定例会（一般質問）の報告 

①中学校の自転車通学と自転車保険の加入状況について 

福岡県において、自転車保険の加入を推進する条例が４月に施行されたのを踏まえ、大川

市の考えを質された。京都や滋賀や関西方面では４県で義務化されており、調査の結果、中

学校で２割程度が自転車保険加入であった。本市の自転車通学は、中学校４校が一様ではな
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いので働きかけていきたい。 

  ②夏休みの授業時数について 

他市町では、８月２５日から二学期が始まっているところもあり、大川市は空調設備も整った

のに始業式を早めないのかという質問があった。空調設備導入に伴う夏休みの短縮については、

学校給食の対応も含めて、今後検討していきたい。教育委員会規則の改正も必要となる案件であ

るため、今年度中には決着したいと考えている。なお、授業時数の増加という点では、小学校で

夏休みに半日授業を３日間実施して、補充できたのは９時間程度であり、加えて来年度に英語科

の導入となると足りるのかという質問もあった。現状を踏まえ、授業時数を見ながら夏休みでの

対応等を検討していきたい。 

 （２）平成２９年９月市議会定例会（決算特別委員会）の報告 

児童生徒の医療費が年々増加し、市内の児童の虫歯が非常に多いとのこと。佐賀県では小学校

でのフッ素洗口を 100％行っているのに対し、福岡県では 0.4％しか行われていないので、大川

市は虫歯が多いのになぜフッ素洗口をしないのかという質問であった。現在、県スポーツ健康課

がモデル校を６校指定している。実際に学校現場でフッ素洗口が行われているので、その経過を

踏まえて今後検討していきたいと答弁した。0.4％という数字から推察すると、敢えて実施して

いないのではないかと思う。その意図としては、安全性の他に、教師が昼休み等を利用し洗口の

指導をすることになるので、勤務時間の対応も含めて反対が多いのではないか。この問題につい

ても教職員や校長会で協議するとともに、委員の意見も聞きながら今後進めていきたい。 

    

８．議事の大要 

報告事項 （１）臨時職員等の任用について 

 （質問・意見なし） 

報告事項 （２）平成２９年度全国学力・学習状況調査の結果について 

委 員 

 

 

事務局 

 今年度は、小学校・中学校ともに学力調査の結果が良かったとのことだが、成

果が上がった理由は何か。 

 

小学校の場合は、県より指導があった検証改善サイクルを実施するようになっ

たことが挙げられる。各学校では、学力調査の結果を受けて改善点を絞り込む。

昨年度までは学校への結果送達に時間を要したため、授業改善が１回のみであっ

た。今年度は、すぐに自校で採点を行い傾向を把握したうえで、１学期中に改善

できるようになり、２学期中にもう１回取組みが可能となった。改善サイクルが

１回から２回に増えたことが大きな要因と考える。 

中学校の場合は、生徒が理解できていない部分を朝自習や放課後学習で国語、

数学の担当教諭だけでなく、全ての教科の教諭がスクラムを組んで指導されてい

る。特に国語の教科に関しては、中学校間で競争意識が高いように感じている。

数学の場合は、少人数学級や放課後学習を重点的に実施した成果の現れであると

考える。 
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報告事項 （３）平成２９年度福岡県学力調査の概要について 

教育長 先日の教育長会議では、管内の学力状況の傾向は大川市より厳しいとの報告が

あった。南筑後教育事務所管内では、大川市は小中学校とも上位である。最大の

課題は「学力が剥がれ落ちる」ことである。小学校では学力の向上を目的として

おり、中学校は結果重視で入試に向けた考え方である。中学１年生のデータは、

小学校６年間で付けた力であるため、小・中学校が連携して取り組むべき問題で

ある。 

報告事項 （４）統合中学校基本実施設計業務の進捗について 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

事務局 

 

 

 

 

教育長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

Ｂ中学校で、家庭科室には服飾用と調理用があるが、技術室は何処か。 

 

 技術室は１階北側に配置している。 

 

 パソコン室は多目的室との共用となっているが、パソコンは会議等に使用可能

か。 

 

 持ち運びができるパソコンに入れ替える予定である。ノート型で取り外してタ

ブレットとしても使えるものを考えており、無線ＬＡＮにより普通教室でも使用

することが可能となる。 

 

 現時点で、校長会と各教科の先生、文教厚生委員会に設計図面を見せているが、

課題や懸案事項は挙げられているか。 

 

 Ｂ中学校にはバルコニーがあるが、Ａ中学校にはないとの指摘があった。中学

校の管理部門のヒアリングでは、バルコニーはないほうが良いという意見であっ

たので、日よけとして庇等を検討する必要があると考えている。 

 

 Ｂ中学校のバルコニーは設置しないことで決定か。 

 

 バルコニーに出ると危険性が高まるため、学校側としては設置に消極的である。 

また、Ｂ中学校の屋上テラスの転落・落下防止措置と、テニスコートについてＢ

中学校は４面だがＡ中学校は２面なので、バルコニーの設置も含め学校間の差が

ないようにしてほしいとの意見があった。 

 

 テニスコートの面数については違いはあるが、今後、部活動数や部員数など校

長会と協議しながら検討していく必要があると思う。 

 

 各中学校の部活の状況と部員数を調査したところ、Ｂ中学校の部員数が多いの

で４面必要と考える。設計の段階ではこのような図面になっているが、テニスコ

ートを含めグラウンドの整備については３２年度に入ってからなので、状況を見

ながら検討していきたい。その他に、議員からＡ中学校に弓道場の設置要望があ

った。 
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教育長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

教育長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

教育長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 それは文教厚生委員協議会での意見か。 

  

一議員としての要望である。文教厚生委員協議会での議員からの意見としては、

テニスコートの件と弓道場の設置、自転車置場に関連して昇降口までの雨避けの

アーケード設置があった。バルコニーについても、設計業者と事務局の視点とし

ては、その目的を日除けや点検用に考えていたので、教室から出入りできないよ

うな構造を検討していたが、学校の管理職は過去の事故例を上げられ、不要では

ないかという意見である。 

 

 給食センターからの配膳車は、Ａ中学校の給食配膳室まで進入が可能な状況か。 

 

 南側の正門から配膳車は入れるようなので、配膳室前に着ける方向で調整して

いる。 

 

 懸案になっている部分に関しては、可能な部分と不可能な部分があると思うの

で、その都度説明し理解を求める必要がある。ソフト面での格差は是正されるべ

きであるが、施設設備に関しては敷地の違いが前提にあるので、ハード面につい

ては差別化とは言えないのではないかと思う。 

 

 エレベーターについては、後付のためのスペースを確保しているが、開校当初

から設置しておくべきではないかという市議会での一般質問に対し、設計の段階

までに検討すると返答した。まだ決定はしていない。 

 

 エレベーターを最初から設置した場合の維持管理コストと、後付けした場合の

コストの費用対効果なども含めて検討することで良いと思う。 

 

 小学校にはランチルームがあるが、中学校には必要ないか。 

 

 現在、大川小学校にはランチルームはなく、中学校も全校生徒を収容できる部

屋は設定していない。 

 

ランチルーム、もしくは食堂があるのは、大川小学校を除く７校である。ラン

チルームは全校生徒収容できないので、２～３学年に分けて使っている状態であ

る。 

 

他市の学校を訪問しランチルームの状況を聞いたところ、自校で給食を調理し

ている学校はランチルームを設置している傾向にあるが、給食センターがある自

治体の学校は方針としてランチルームは設置していないようである。スペースの

問題や空調設備の導入など様々な課題がある。本市についても、それだけのスペ

ースを確保するのは難しいのと、給食センターからの配送となるのでランチルー

ムは作らない。それぞれの教室で、先生とクラスメイトと一緒に給食を食べるの

も良いのではないかという意見もあった。 

 

設計の完了はいつ頃か。 
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事務局 今月末に基本設計が完了する予定であるので、あらためて説明させていただき

たい。 

その他 

大川市学校給食センター調理業務の民間委託について（９月議会での議案議決の

報告と今後のスケジュール） 

緒方家住宅の引渡しについて 

町内公民館建設事業に対する補助金の見直しについて 

教育力向上推進委員会と家庭教育憲章に関するアンケート調査について 

市外プール利用助成事業の実績報告について 

弓道連盟からの中学校弓道部の設置及び弓道場建設の要望について 

統合中学校の木造化に関する要望について 

統合協議会での協議内容の報告について 

任期満了による退任委員の挨拶 

行事予定 

（１０月） 
学校教育課長、生涯学習課長より行事予定について説明を行う。 

 

以上、会議の次第は、その内容が正確であることを証するため、ここに署名する。 

 

大川市教育委員会教育長 

 

大川市教育委員会委員 


